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1
月
17
日
（
日
）
、
坂
城
町
消
防

団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
団
長
以
下
、
消
防
団
員
及
び

婦
人
消
防
隊
員
約
３
１
０
名
が
さ
か

さ
ぎ
通
り
で
街
頭
行
進
を
行
い
ま
し

た
。

ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
お

消
防
庁
長
官
表
彰　

退
職
感
謝
状

赤
池
巧
大　
（
１
）  

片
山
聖
二　
（
5
）

清
水
伸
一　
（
７
）  

浅
野
井
靖　
（
９
）

小
宮
山
正
行（
９
）

長
野
県
知
事
表
彰　

退
職
感
謝
状

宮
嶋
一
夫　
（
２
）

坂
城
町
長
表
彰　

退
職
感
謝
状

赤
池
巧
大　
（
１
）  

宮
嶋
一
夫　
（
２
）

片
山
聖
二　
（
5
）  

滝
沢　

努　
（
５
）

清
水
伸
一　
（
７
）  

浅
野
井
靖　
（
９
）

小
宮
山
正
行（
９
）

坂
城
町
長
表
彰　

退
任
者
表
彰

齊
藤
秀
隆　
（
１
）  

三
井
貴
史　
（
２
）

本
多
卓
矢　
（
３
）  

竹
前
正
彦　
（
４
）

西
沢
正
和　
（
５
）  

谷
川
雄
一　
（
６
）

小
宮
山
大
輔（
６
）  

中
澤
郁
夫　
（
７
）

黒
岩
千
尋　
（
８
）  

高
畑
直
人　
（
９
）

吉
原
直
樹　
（
９
）  

関
谷
義
雄　
（
10
）

鈴
木
英
雄　
（
11
）  

山
田
篤
紀（
ラ
ッ
パ
）

い
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
消
防
団

活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。　

　

※
敬
称
略　

（　

）
は
所
属
分
団

坂
城
町
長
表
彰　

優
秀
章

山
𥔎
正
純　
（
１
）  

瀧
澤
直
之　
（
１
）

塚
本
圭
司　
（
２
）  

山
極
卓
弥　
（
２
）

三
井
佑
輔　
（
２
）  

塩
入　

誠　
（
２
）

中
沢
淳
也　
（
５
）  

成
澤
友
規　
（
５
）

尾
崎
製
吾　
（
６
）  

北
澤
哲
也　
（
10
）

師
田
洋
一　
（
10
）  

関
谷
義
雄　
（
10
）

永
井
伸
幸　
（
11
）  

荒
木
隆
光　
（
11
）

平
林
慎
吾　
（
11
）  

浅
賀
光
雄　
（
11
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰　

精
績
章

佐
々
木
謙
一（
10
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰　

功
績
章

佐
々
木
謙
一（
10
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰　

功
労
章

宮
下
洋
一　
（
３
）  

相
川
宗
由　
（
７
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰　

努
力
章

青
木
進
也　
（
４
）  
磯
野　

真　
（
８
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰　

精
績
章

塩
野
入
寿　
（
9
）  

清
水
智
成（
ラ
ッ
パ
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰　

技
術
章

田
中
健
二　
（
２
）  

宮
下
紘
樹　
（
11
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰　

精
勤
章

直
江
芳
樹　
（
１
）  

小
林
広
和　
（
５
）

小
宮
山
健
一（
６
）  

瀬
下
幸
二　
（
１
）

田
中
秀
紀　
（
２
）  

片
山
和
人　
（
４
）

鎌
倉　

賢　
（
６
）  

塚
田
夏
樹　
（
10
）

中
澤
誉
樹　
（
11
）  

時
信
武
史（
ラ
ッ
パ
）

埴
科
消
防
協
会
長
表
彰　

功
労
章

中
村
和
義　
（
３
）  

深
町
千
尋　
（
５
）

片
桐
淳
也　
（
７
）  

丸
山
修
一　
（
８
）

鵜
飼
茂
昭　
（
９
）  

塚
本
圭
司　
（
２
）

春
日
雄
次　
（
６
）  

深
井
洋
幸　
（
７
）

豊
田
竜
二　
（
８
）  

瀬
下　

誠　
（
９
）

北
澤
哲
也　
（
10
）

埴
科
消
防
協
会
長
表
彰　

勤
続
章
15
年

関　

和
弘　
（
２
）  

宮
澤
和
宏　
（
５
）

宇
田
川
恵
司（
７
）  

小
宮
山
孝
一（
７
）

田
中
広
一　
（
８
）  

塚
田　

晃　
（
８
）

松
本
勝
巳　
（
８
）  

塚
田
貴
彦　
（
10
）

久
保
孝
弘　
（
11
）

埴
科
消
防
協
会
長
表
彰　

勤
続
章
10
年

山
𥔎
福
一　
（
１
）  

宮
下
洋
一　
（
３
）

本
多
卓
矢　
（
３
）  

青
木
進
也　
（
４
）

冨
田　

治　
（
４
）  

風
間
陽
二　
（
４
）

鈴
木　

剛　
（
６
）  

相
川
宗
由　
（
７
）

片
桐
淳
也　
（
７
）  

深
井
洋
幸　
（
７
）

瀬
下　

誠　
（
９
）  

下
鳥
智
明　
（
10
）

近
藤
貴
志　
（
11
）  

下
條　

元（
ラ
ッ
パ
）

　

第
8
分
団
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
と
、

第
10
分
団
の
積
載
車
を
更
新
し
、配

備
し
ま
し
た
。

小
型
動
力
ポ
ン
プ

積
載
車
の
更
新

坂
城
町
消
防
団  

出
初
式
挙
行

第10分団の新積載車 第8分団の新ポンプ
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財
産
調
査
で
把
握
し
た
滞
納
者
の

財
産
を
差
し
押
さ
え
、
換
価
（
換

金
）
し
、
滞
納
し
て
い
る
税
金
に
充

て
ま
す
。
法
律
で
は
「
納
税
者
が
督

促
状
を
受
け
、
完
納
さ
れ
な
い
場
合
、

市
町
村
税
吏
員
は
、
滞
納
者
の
財
産

を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

病
気
や
失
業
、
事
業
の
経
営
不
振

な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時

的
に
税
金
を
各
納
期
内
に
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
納
税

相
談
を
実
施
し
た
う
え
で
、
徴
収
猶

予
・
分
割
納
付
な
ど
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、
放
置
し
な
い
で
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

虚
偽
の
申
出
や
納
付
計
画
を
遵
守
せ

ず
に
不
履
行
に
な
っ
た
場
合
は
、
滞

納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
収
納
推
進
係

　

☎
８
２
─
３
１
１
１

　
（
内
線
１
４
２
）

　

有
線　

８
８
─
１
０
３
２

　

納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ
り
、
滞

納
と
な
っ
て
い
る
地
方
税
を
放
置
し

て
お
く
こ
と
は
納
期
内
に
き
ち
ん
と

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
納
税
義
務

者
と
の
公
平
性
を
欠
き
、
ま
た
町
の

財
政
を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

納
税
は
み
ん
な
の
た
め

滞
納
処
分
と
は

早
め
の
相
談
を
！

２
月
か
ら
５
月
ま
で
の
間

町
税
な
ど
の
滞
納
整
理
を
強
化
し
ま
す

　

町
で
は
、
２
月
か
ら
５
月
ま
で
の
間
町
税
な
ど
の
滞
納
整
理
を

強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
長
野
県
と
締
結
し
た
「
県
と
市
町
村
の
協

働
に
よ
る
滞
納
整
理
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
県
職
員
と
協

力
し
て
、
町
税
な
ど
の
滞
納
者
に
対
し
て
、
預
金
・
給
与
・
土
地

建
物
等
の
差
し
押
さ
え
を
行
う
な
ど
、
滞
納
整
理
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
長
野
県
が
計
画
し
て
い
た
個
人
の
県
民
税
に
か
か
る
徴
収
及
び
滞
納

処
分
の
特
例
が
昨
年
11
月
10
日
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
個
人
の
住
民
税
（
個
人
の
県
民
税
・
町
民
税
）
の
な

か
で
高
額
滞
納
事
案
・
徴
収
困
難
事
案
に
つ
い
て
は
、
町
か
ら
県
に

「
徴
収
引
継
」
が
さ
れ
、
県
に
よ
る
直
接
徴
収
ま
た
は
滞
納
処
分
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

督
促
状
の
送
付
を
う
け
て
も
納
付

さ
れ
な
い
場
合
は
、
官
公
署
、
勤
務

先
、
取
引
先
、
金
融
機
関
な
ど
に
対

し
て
、
財
産
（
給
与
、
預
貯
金
、
売

掛
金
、
不
動
産
、
動
産
、
生
命
保

険
な
ど
）
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
調
査
の
た
め
に
滞
納
者
の
氏
名
が

勤
務
先
や
金
融
機
関
な
ど
に
通
知
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。）

高
額
滞
納
者
・
徴
収
困
難
事
案
な
ど
が

町
か
ら
県
に
徴
収
が
引
き
継
が
れ
ま
す

　商店・企業などの事業所から出る産業廃棄物以外の事業系ごみ（事業系一般廃棄物）は、原則として自己処理
か業者に依頼しての処理となりますが、下表の条件に合う場合は、各地区のごみ収集所に出すことができます。

★申請用紙は住民環境課の窓口に用意してあります。
※平成21年に許可している事業所には申請書をお送りしています。
申込期限　２月26日（金）まで
◎申込・問い合わせ先　住民環境課環境保全係　 ☎８２—３１１１（内線１２５）　有線８８—１０２５

※可燃ごみ、不燃ごみについては、指定袋の購入をもって手数料となります。
※びん・缶・ペットボトルの料金は１年分の一括納入となります。
※古紙類、プラスチック製容器包装、紙製容器包装は、業者に依頼するか、施設への直接持込になります。

事業者の皆さんへ 事業系ごみ収集の申込を忘れずに

条　件
　　 ①１ヵ月に出るごみの排出量が 100kg 以下であること
　　 ②収集所の管理者（区長）の承諾を得ていること（初めて申請する事業所は同意書が必要です）

品　目 可燃ごみ 不燃ごみ びん・缶・ペットボトル

出し方 指定袋 指定袋 収集所のコンテナへ

料　金
1,000 円

（10 枚入り）
1,000 円

（10 枚入り）
　　　　　　50kg以下：1,000 円／月
　　　　　　50kg 超え：2,000 円／月
定額制
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減
価
償
却
資
産
の
法
定
耐
用
年

数
・
資
産
区
分
の
大
幅
な
改
正
が

行
な
わ
れ
、
新
し
い
法
定
耐
用
年

数
に
よ
る
償
却
率
を
使
っ
て
減
価

償
却
を
計
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

農
業
所
得
を
申
告
す
る
方
は
、
農

業
用
設
備
の
機
械
な
ど
耐
用
年
数

が
７
年
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

１
全
世
帯
主
の
方
に
は
、
収
入
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
世
帯
状
況
に
つ

い
て
、
①
勤
務
先
、
学
生
の
方
は

学
年
な
ど
②
収
入
の
有
無
③
税
法

上
扶
養
と
し
て
い
る
方
の
氏
名
な

ど
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

２
確
定
申
告
を
し
た
方
、
給
与
の
み

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
、
平
成
22
年
度
町
県
民
税
の
申
告

が
始
ま
り
ま
す
。
役
場
で
の
申
告
相
談
の
受
付
は
、
２
月
16
日（
火
）か
ら
３

月
15
日（
月
）ま
で
で
す
。
申
告
期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

領
収
書
な
ど
は
申
告
前
に
ま
と
め
て
お
き
、
早
め
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

で
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
が
あ
る
方
は
そ
の
旨
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
（
所
得
金
額
な

ど
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
）

３
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
坂
城

町
に
住
所
が
あ
り
、
次
に
該
当
す

る
方
は
、
所
得
金
額
な
ど
の
申
告

が
必
要
で
す
。

○
前
年
中
（
平
成
21
年
中
）
に
営

業
、
農
業
な
ど
の
収
入
が
あ
っ

た
方
で
、
確
定
申
告
の
必
要
な

い
方
。

○
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

な
い
方
、
給
与
所
得
以
外
の
所

得
（
20
万
円
以
下
）
が
あ
っ
た

方
、
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
の

支
払
を
受
け
た
方
。

４
前
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
方
又

は
非
課
税
所
得
（
障
害
年
金
、
遺

族
年
金
）
以
外
に
収
入
が
な
い
方

は
、
扶
養
の
判
定
、
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
判
定
な
ど
に
必
要
で

す
の
で
「
所
得
が
な
か
っ
た
旨
」

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

５
町
県
民
税
の
申
告
書
は
、
２
月
中

旬
ま
で
に
納
税
連
絡
員
さ
ん
を
通

じ
て
お
送
り
し
ま
す
。
記
入
の
仕

方
に
つ
い
て
は
、
送
付
さ
れ
ま
す

「
申
告
の
手
引
き
」
に
よ
り
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

　

世
帯
主
を
除
き
前
年
に
所
得
税
の

確
定
申
告
を
し
た
方
や
、
町
県
民

税
が
勤
務
先
で
給
与
か
ら
差
し
引

か
れ
て
い
る
「
特
別
徴
収
」
の
方

に
は
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

障
害
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦
ま
た

は
寡
夫
で
、
平
成
21
年
中
の
合
計
所

得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
（
給
与

所
得
者
収
入
で
２
０
４
万
４
千
円
未

満
）
の
方
は
、
町
県
民
税
が
非
課
税

に
な
り
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
町
県
民
税
の

申
告
書
に
障
害
者
の
場
合
は
障
害
者

氏
名
、
障
害
等
級
、
障
害
名
な
ど
を
、

寡
婦
ま
た
は
寡
夫
の
場
合
は
死
別
、

離
婚
な
ど
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

○
事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産
収

入
の
あ
る
方
、
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
方
な
ど
で
、
平
成
21
年
中
の

所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
、
配
偶

者
控
除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除

そ
の
他
の
所
得
控
除
を
差
し
引
き
、

そ
の
金
額
を
基
と
し
て
計
算
し
た

税
額
が
配
当
控
除
額
を
超
え
る
方
。

○
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
年
収
が

２
，
０
０
０
万
円
を
超
え
る
方
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
方
、
給
与
を
２
か
所
以
上
か

ら
も
ら
っ
て
い
る
方
。

　

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
方

で
も
、
退
職
者
で
年
末
調
整
を
受
け

な
か
っ
た
方
、
高
額
な
医
療
費
の
支

払
い
や
、
ロ
ー
ン
に
よ
り
住
宅
を
新

築
・
購
入
し
た
場
合
な
ど
は
、
確
定

申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
控

除
を
受
け
る
場
合
は
、
領
収
書
な
ど

申
告
に
応
じ
た
添
付
書
類
が
必
要
で

す
。

　

町
に
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
社
会

保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
）

の
納
付
済
額
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
21
年
中
に
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及
び
介
護

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に

納
付
済
額
通
知
書
が
１
月
下
旬
に
送

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

納
付
書
に
よ
る
納
付
、
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
及
び
年
金
か
ら
差
し
引

か
れ
る
納
付
な
ど
、
納
付
方
法
別
に

金
額
を
ま
と
め
て
お
知
ら
せ
を
い
た

し
ま
し
た
。
納
付
済
額
通
知
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
金
額
は
、
税
額
を
計

算
す
る
際
に
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ

る
も
の
で
す
。
申
告
の
際
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

所
得
税
・
町
県
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に

平
成
22
年
度
町
県
民
税
の

主
な
改
正
内
容

町
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

申
告
時
に
ご
利
用
を
！

所
得
税
の
還
付
申
告

4
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一
定
の
金
額
を
超
え
る
公
的
年
金

な
ど
や
生
命
保
険
契
約
な
ど
に
基
づ

く
年
金
を
受
け
取
る
と
き
は
、
所
得

税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
で
精
算
す
る
こ
と
に
な
り

　

医
療
費
控
除
と
は
、
町
・
県
民
税

及
び
所
得
税
を
計
算
す
る
際
に
、
支

払
っ
た
医
療
費
が
一
定
の
金
額
以
上

あ
る
場
合
に
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ

れ
る
も
の
で
す
。
医
療
費
控
除
額
が

そ
の
ま
ま
減
税
額
と
な
る
も
の
で
は

ま
す
。

　

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
の

金
額
か
ら
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

除
、
基
礎
控
除
、
そ
の
他
の
所
得
控

除
を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額
を
基
と

し
て
計
算
し
た
税
額
が
配
当
控
除
額

を
超
え
る
方
は
、
確
定
申
告
が
必
要

で
す
。

所
得
税
を
納
付
し
て
い
る
（
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
る
）
方
で
な
い
と
、
税

額
が
減
っ
て
も
還
付
金
は
発
生
し
ま

せ
ん
。

　

医
療
費
の
領
収
書
と
、
申
告
書
添

付
用
明
細
封
筒
に
あ
ら
か
じ
め
病
院

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め

　

な
お
、
年
金
に
係
る
雑
所
得
を
申

告
す
る
場
合
に
、
年
金
以
外
の
所
得

（
例
え
ば
、
給
与
所
得
や
不
動
産
所

得
等
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
年
金
に

係
る
雑
所
得
と
年
金
以
外
の
所
得
と

を
あ
わ
せ
て
確
定
申
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ご
と
、
受
診
し
た
人
ご
と
に
医
療
費

を
記
入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
添
付
用
明
細
封
筒
は
役
場

１
階
総
務
課
税
務
係
の
窓
口
に
備
え

つ
け
て
あ
り
ま
す
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
接

種
は
医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

期
間

　

２
月
16
日
（
火
）
～

　

３
月
15
日
（
月
）

　

（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）

時
間　

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）

※
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

で
す
。

場
所

　

役
場
第
１
会
議
室
（
１
階
）

必
要
な
書
類

○
世
帯
全
員
の
町
県
民
税
申
告
書

○
所
得
税
確
定
申
告
書
（
税
務
署
か

ら
送
付
さ
れ
た
方
）

・
給
与
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
（
原

本
）
、
収
入
の
わ
か
る
も
の

○
昨
年
申
告
し
た
収
支
内
訳
書
の
控

え
（
農
業
・
事
業
所
得
、
不
動
産

所
得
な
ど
の
方
）

○
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
・
国
民
年
金
基
金
）
控
除
証
明

書
な
ど
国
民
年
金
保
険
料
等
の
支

払
を
し
た
旨
を
証
す
る
書
類
、
任

意
継
続
保
険
料
な
ど
支
払
額
が
わ

か
る
も
の

○
生
命
保
険
、
地
震
保
険
料
証
明
書

○
医
療
費
の
領
収
書
（
医
療
費
控
除

の
申
告
を
す
る
場
合
）

○
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書

○
印
鑑

○
金
融
機
関
名
と
口
座
番
号
の
わ
か

る
も
の
（
所
得
税
が
還
付
に
な
る

場
合
）

○
そ
の
他
申
告
（
控
除
）
に
必
要
な

も
の

■
土
地
・
建
物
等
の
譲
渡
が
あ
っ
た

方
、
青
色
申
告
の
方
、
消
費
税
の

申
告
を
さ
れ
る
方
、
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
（
平
成
21
年
以
降
入

居
）
を
受
け
る
方
は
、
町
の
申
告

会
場
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で

税
務
署
で
申
告
相
談
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

◎
所
得
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

上
田
税
務
署

　

☎
２
２
─
１
２
３
４

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
税
務
係

　

☎
８
２
─
３
１
１
１

（
内
線
１
４
３
・
１
４
４
）

　

有
線
８
８
─
１
０
３
３

　
　
　

８
８
─
１
０
３
４

年
金
受
給
者
の
方
の

確
定
申
告

医
療
費
控
除
の
申
告
に
あ
た
っ
て

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
額
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
額
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

翌
年
度
（
平
成
22
年
度
分
）
の
個
人
住
民
税
（
地
方
税
）
が

減
額
さ
れ
ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
及
び
年
末
調
整
を
し

た
方
に
つ
い
て
は
、
控
除
の
適
用
に
際
し
て
申
告
書
の
提
出

が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

所
得
税
か
ら
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額
を

引
き
き
れ
な
か
っ
た
方
の
申
告

平
成
11
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
、
又

は
平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
居
住
の
用
に
供
し
た
方

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と
国
税
庁
が

共
同
で
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
た

「
税
に
関
す
る
作
文
」
で
次
の
坂
城
中
学
校

の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

上
田
税
務
署
長
賞

　

「
日
本
を
支
え
る
税
金
」

　
　

坂
城
中
学
校
３
年　

柳
沢　

萌
さ
ん

上
田
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　

「
税
金
に
つ
い
て
」

　
　

坂
城
中
学
校
３
年　

助
川
史
門
さ
ん

税
に
関
す
る
作
文

申
告
相
談
混
雑
を
避
け
、
お
早
め
に
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今
ま
で
の
優
先
接
種
対
象
者
以
外

の
「
健
康
成
人
」
の
予
約
・
接
種
開

始
日
が
決
定
し
ま
し
た
。
接
種
を
希

望
す
る
方
は
接
種
可
能
な
医
療
機
関

へ
直
接
予
約
を
行
い
、
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

予
約
開
始
日

　

高
校
生
…
…
…
…
１
月
14
日
以
降

　

65
歳
以
上
の
方
…
１
月
26
日
以
降

　

健
康
成
人
…
…
…
２
月
１
日
以
降

接
種
開
始
日

　

高
校
生
…
…
…
…
１
月
29
日
以
降

　

65
歳
以
上
の
方
…
１
月
29
日
以
降

　

健
康
成
人
…
…
…
２
月
１
日
以
降

接
種
料
金　

３
，
６
０
０
円

※
町
民
税
非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護

世
帯
の
方
は
接
種
料
金
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
接
種
前
に
左
記
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
２
─
３
１
１
１

　

（
内
線
５
１
１
）　

　

有
線
８
８
─
１
０
４
７

　

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

地
域
で
ふ
れ
あ
い
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
そ
こ

に
暮
ら
す
私
た
ち
が
生
き
が
い
と
安

ら
ぎ
の
あ
る
生
活
を
お
く
れ
る
こ
と

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
議
会
の
同
意
を
得
て
町
長

が
推
薦
し
た
西
野
入
久
美
子
さ
ん
が
、

１
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
西
野
入
さ
ん
は
、

平
成
16
年
か
ら
、
２
期
（
６
年
間
）

を
願
い
「
人
権
を
尊
重
し
豊
か
な
福

祉
の
心
を
育
む
町
民
集
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

３
月
13
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
20
分

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

内
容

・
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
た

活
動
報
告

・
記
念
講
演

　

講
師
：
池
田
香
代
子
さ
ん（
ド
イ

ツ
文
学
者
・
児
童
文
学
者
）

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
手
塚
松
一
さ
ん

の
後
任
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
か
ら
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
宮
坂
れ
ん
子
さ
ん

は
、
引
き
続
き
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
委
嘱
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
に
は
、
６
名
の
人
権
擁
護
委
員

が
委
嘱
さ
れ
、
人
権
に
関
す
る
悩
み

な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

坂
城
町
の
人
権
擁
護
委
員

　

宮
嵜
憲
子
委
員
（
南
条
）

　

小
熊
暁
美
委
員
（
南
条
）

　

宮
坂
れ
ん
子
委
員
（
中
之
条
）

　

西
野
入
久
美
子
委
員
（
坂
城
）

　

小
宮
山
和
俊
委
員
（
坂
城
）

　

関
口
文
昭
委
員
（
村
上
）

演
題
：
１
０
０
人
の
村
、
あ
な
た

も
こ
こ
に
生
き
て
い
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
セ
ン
タ
ー
内

　

教
育
文
化
課
生
涯
学
習
係

　

☎
・
有
線
８
２
─
２
０
６
９

　

２
月
27
日（
土
）に
予
定
さ
れ
て
い

た「
さ
か
き
ふ
れ
あ
い
大
学
教
養
講

座
」の
池
田
香
代
子
さ
ん
の
講
演
は

本
集
会
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

法
務
局
で
は
、
近
頃
社
会
問
題
に

も
な
っ
て
い
る
女
性
や
子
ど
も
の
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
専
用
電
話
を
設

置
し
、
人
権
擁
護
委
員
が
中
心
と
な

っ
て
電
話
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
電
話

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０
─
０
０
７
─
１
１
０

　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
─
０
７
０
─
８
１
０

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
健
康
成
人
も
接
種
可
に

高
校
生
・
65
歳
以
上
・
健
康
成
人
の
日
程

人
権
を
尊
重
し
豊
か
な
福
祉
の
心
を
育
む
町
民
集
会

人
権
擁
護
委
員
に

西
野
入
久
美
子
さ
ん

千
曲
川
坂
城
陣
太
鼓

宝
く
じ
助
成
金
で
太
鼓
を
修
繕
・
追
加

　千曲川坂城陣太鼓では、これまで使用して
いた太鼓の修繕（皮の張り替えなど）と、２台
の太鼓を新たに追加しました。この事業は財
団法人自治総合センターによる宝くじの助成
を受けて行われたものです。

西野入久美子さん

法
務
局
無
料
電
話
相
談

講師：池田香代子さん
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県
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
を
土
砂

災
害
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
区
域
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し
、
千
曲
川

右
岸
の
地
区
の
調
査
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

を
指
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
調
査
結
果
及
び
警
戒
区
域
等
の
指
定

に
関
す
る
説
明
会
を
下
記
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
関
係
す
る
地
区
に
お
い
て
は
、
指
定
を
予

定
す
る
区
域
を
表
示
し
た
位
置
図
を
別

途
回
覧
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
千
曲
川
左
岸
の
地
区
に
つ
い
て
の
説
明
会

は
平
成
22
年
度
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
日
程
】

●
２
月
22
日
（
月
）
午
後
７
時
～

　

対
象
地
区
：
苅
屋
原
、
坂
端
、
新
町
、

　
　
　
　
　
　

大
宮
、
日
名
沢
、
旭
ヶ
丘
、

　
　
　
　
　
　

北
日
名
、
南
日
名

　

会
場
：
役
場
講
堂

●
２
月
23
日
（
火
）
午
後
７
時
～

　

対
象
地
区
：
中
之
条
、
四
ツ
屋
、
戌
久
保
、

　
　
　
　
　
　

御
所
沢
、
田
町
、
込
山

　

会
場
：
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

●
２
月
24
日
（
水
）
午
後
７
時
～

　

対
象
地
区
：
入
横
尾
、
金
井

　

会
場
：
南
条
林
業
セ
ン
タ
ー

●
２
月
25
日
（
木
）
午
後
７
時
～

　

対
象
地
区
：
鼠
、
新
地

　

会
場
：
鼠
公
民
館

※
ご
都
合
の
つ
か
な
い
場
合
は
、
他
地
区
の

説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
千
曲
建
設
事
務
所
整
備
課
計
画
調
査
係

　

☎
０
２
６
―
２
７
３
―
５
９
４
２

・
長
野
建
設
事
務
所
計
画
調
査
課

　

☎
０
２
６
―
２
３
４
―
９
５
４
０

・
坂
城
町
役
場
建
設
課
建
設
係

　

☎
８
２
―
３
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

　

有
線
８
８
―
１
０
４
３

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の

指
定
に
関
す
る
説
明
会

こんな場所が指定区域の対象となります
がけ崩れ 土 石 流

第５回坂城古
こ

雛
び な

まつり
天領・藩領の文化に育まれて

坂城サッカースポーツ少年団
２大会で優勝・第３位と大活躍！

　２月20日（土）から４月18日（日）まで「第５回坂
城古雛まつり」を開催します。今回は旧北国街道坂
木宿を中心とした「天領」地域に加え、村上地区を
中心とする松代藩領の地域にも光をあてた内容とな
っています。この地域で育まれ、華開いた多様な人
形たちにぜひ会いに来てください。
期間　２月20日（土）～４月18日（日）
開館時間　午前９時～午後５時
　　　　（入館は午後４時30分まで）
入館料　１００円（中学生以下無料）
抹茶接待　会期中毎週日曜日の午前10時～午後３時
◎会場・問い合わせ先
　坂木宿 ふるさと歴史館
　☎・有線８２－４１９３

　坂城サッカースポーツ少年団の６年生チームが、昨
年11月29日（日）に東御市で開催された「東御カップ」
において、東・北信地区の強豪チームが集う中、みごと
優勝を果たしました。また、10月31日・11月１日の２日間
に開催された「第２回川渕三郎杯・マクドナルドＵ－10
サッカー大会」に出場した同団４年生チームが、県内
外からの24チーム中３位と善戦しました。

６年生チーム

４年生チーム
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2010年度ＨＩＯＫＩ奨学生募集

支給対象
・平成22年４月に４年生大学理工

学部に入学する者
・高校卒業時に長野県東北信地区

市町村に在住する者
※大学卒業後の条件はありません
募集人員　13人～ 15人（予定）
奨学金の金額
　月額：４０，０００円
　年額：４８０，０００円
給付期間　平成22年４月から正規

の最短修業年限の終期まで
返還義務　なし
申込方法　卒業（予定）高等学校長

経由の所定様式による
募集期限　平成22年３月31日まで
　（当日消印有効）
※応募書類は対象の高等学校に送

付してありますので、応募につい
ては各高等学校にお問い合わせ
ください。
◎申込・問い合わせ先
　各高等学校

北信地区合同就職面接会

　ハローワーク長野・篠ノ井・飯山・
須坂合同により、平成22年３月に大
学・短大・専修学校などを卒業する

自衛隊ふれあいコンサート

　陸上自衛隊では、自衛隊の活動を
広く知っていただき、多くの方に自衛
隊に親しんでいただくため、陸上自
衛隊東部方面音楽隊による「自衛隊
ふれあいコンサート」を開催します。
大人から子どもまで誰でも楽しめる
曲目を多数演奏します。皆さんのご
来場をお待ちしています。
日時・場所
・２月６日（土）午後１時15分開場
　ホクト文化ホール（県民文化会館）
・２月７日（日）午後12時30分開場
　上田市民会館
内　容
・バンドのためのゴジラマーチ
・蘇州夜曲　ほかポピュラー音楽
入場料　無料
※上田会場は入場優待券が必要で

すので、事前にお申し込みください。
◎申込・問い合わせ先
・長野会場
　長野商工会議所内長野市防衛協会
　☎０２６－２２７－２４２８
・上田会場
　上田商工会議所内上田市防衛協会
　☎２２－４５００
・共通
　自衛隊長野地方協力本部
　☎０２６－２３３－２１００

予定の方および39歳以下の一般求
職者を対象とした北信地区就職面接
相談会を開催します。各企業の採用
担当者と直接面接できる貴重な機会
です。大勢の皆さんのご参加をお待
ちしています。
日　時　２月16日（火）
　　　　午後１時～４時30分
場　所　メルパルク長野
※参加受付は正午から行い、その際、

参加企業の資料をお渡しします。
◎問い合わせ先
　ハローワーク篠ノ井
　☎０２６－２９３－８６０９

県営住宅県下統一募集

　長野県住宅供給公社では、県営住
宅の県下統一募集を下記期間中に行
います。
受付期間　２月24日（水）～
　　　　　３月５日（金）
※期間中の土曜・日曜日も受付を行

います。
◎申込・問い合わせ先
　長野県住宅供給公社
　住宅管理センター
　☎０２６－２２７－２３２２
　FAX０２６－２２７－４３７７

年間利用券を料金改定
半年利用券を新設、回数券の優遇幅を拡大します

びんぐし湯さん館

　びんぐし湯さん館では、４月１日から、年間利用券の料金改定と、半年利用券の新設、また回数券の優遇幅の
拡大を下記のとおり実施します。
　今後もサービスの向上に努め、憩いや健康づくりの拠点として、利用しやすく、またこれまで以上に親しんで
いただける施設を目指していきます。皆さまのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

◎問い合わせ先　役場企画政策課企画調整係　☎８２－３１１１（内線２２５）　有線８８－１０１８
　　　　　　　　びんぐし湯さん館　☎・有線８１－７０００

現在 ４月１日から
２８,０００円

（一律）
75歳以上 ３１,０００円
75歳未満 ３３,０００円

料金（変更なし） 現在の回数券枚数 ４月１日からの回数券枚数
大　人：５,０００円

回数券11枚つづり 回数券12枚つづり
小学生：３,０００円

現在 ４月１日から

なし
75歳以上 １６,０００円
75歳未満 １７,０００円

年間利用券の料金改定

回数券の優遇幅拡大

※回数券の35回券は廃止します。

半年利用券の新設
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　納期限までに最寄りの金融機関で
納入してください。口座を登録されて
いる方は３月１日（月）に指定口座よ
り振替をしますので、振替日までに
残高をご確認ください。
　新たに口座を登録される方や変更
を希望される方は２月17日（水）ま
でに下記へご連絡ください。
◎連絡・問い合わせ先
　総務課収納推進係
　☎８２－３１１１（内線１４２）
　有線８８－１０３２

農地相談会をご利用ください

　町農業委員会及び町農業支援セ
ンターでは、農地についての無料相
談会を開催します。農地についての
疑問、困っていることや、農地を貸し
たい・借りたいといった希望などが
ありましたら、ご相談にお出かけくだ
さい。
日程・場所
　２月２日（火）役場第３会議室
　２月３日（水）ちくま農協南条店
　２月４日（木）
　　ちくま農協中之条地区センター
　２月12日（金）ちくま農協村上店
時　間　午前10時～正午（全日程）
相談員　町農業委員
◎問い合わせ先
　農業委員会事務局（産業振興課内）
　☎８２－３１１１（内線１５６）
　有線８８－１０４０

献血にご協力を

　今回は全血献血です。１年で最も
寒いこの時期は輸血用の血液も不足
しがちです。多くの皆さんのご協力を
お願いします。
日　時　２月12日（金）
　　　　午前９時30分～11時30分
場　所　坂城町保健センター
◎問い合わせ先
　保健センター
　☎８２－３１１１（内線５１１）
　有線８８－１０４７

インフォメーション
２月は
国民健康保険税（普通徴収・第８期）
介護保険料（普通徴収・第８期）

の納入月です
2月の納期限は3月１日（月）

坂城高等学校　書道展

　坂城高校１年生の硬筆による楷書
及び行書作品、２年生の仮名及び硬
筆作品を展示します。校外書道展の
集大成として高校生の力強くのびの
びとした筆づかいを感じていただけ
ることでしょう。大勢の皆さんのご鑑
賞をお待ちしています。
日　時　２月24日（水）～
　　　　３月22日（月）
場　所　坂城駅ギャラリー
出展数　91作品
◎問い合わせ先
　坂城駅ギャラリー事務局
　（役場建設課内）
　☎８２－３１１１（内線１７７）
　有線８８－１０１７

長野大学坂城町講座
バリスティックストレッチと
バスケットボールエクササイズ

　身体の柔軟性を知って高めるスト
レッチから、バスケットボールを使っ
て指先・足先まで神経を集中させ冷
え性を改善できるエクササイズを行
います。初心者でも簡単に始められ
ますので、ぜひご参加ください。
日　時
　２月26日、３月５日・19日（金）
　午後１時30分～３時
場　所　文化センター体育館
受講料　１，２００円
対　象　坂城町在住またはお勤めの方
◎申込・問い合わせ先
　文化センター内
　教育文化課生涯学習係
　☎・有線８２－２０６９

シニア大学・地域いきいき実践塾

　長野県シニア大学上小学部・長野
学部と長野県地域いきいき実践塾
では、平成22年度の学生・受講生を
募集します。
　シニア大学は、各種の学習活動を
通じ、高齢者としての教養を深め、お
互いの仲間づくりと人間性豊かな生
きがいある生活をおくるため、概ね
60歳以上の方を対象に毎年開催さ
れています。
募集締切　２月26日（金）
◎申込・問い合わせ先
　福祉健康課福祉係
　☎８２－３１１１（内線１３２）
　有線８８－１０２８

指定校の変更と区域外就学制度

　町では、児童・生徒の就学につい
て、教育機会の均等と教育水準の維
持向上を図るために、通学区域を定
め就学すべき学校を指定しています。
ただし、事情により町内の他の通学
区域にある学校への就学(指定校の
変更)や、町外の学校へ就学（区域外
就学）を希望される場合、一定の要
件により認められる制度があります。
詳しくは下記へご相談ください。
◎問い合わせ先
　文化センター内
　教育文化課学校教育係
　☎８２－２０６９
　有線８８－１０１２

児童館（児童クラブ）登録児募集

　南条・坂城・村上の各児童館では
平成22年度の登録児を募集してい
ます。希望される方は、直接各児童
館へお申し込みください。申請書は
児童館及び教育文化課にあります。
申込締切　３月10日（水）
◎申込・問い合わせ先
・南条児童館
　☎・有線８２－７７１２
・坂城児童館
　☎・有線８２－７９６６
・村上児童館
　☎・有線８２－８３２３
・文化センター内
　教育文化課生涯学習係
　☎・有線８２－２０６９

「雲」１５０展による
写心の世界展

　一字一字表現を変えた「雲」一字
１５０作品を展示する、町内在住の
岩浅写心さんの書展です。使用した
落款印も１作品ごとに違います。書に
おける創作と表現という問題に一石
を投じた岩浅写心さん渾身の作品群
をぜひご鑑賞ください。
日　時　２月11日（木）～14日（日）
　　　　午前10時～午後６時
場　所
　えちぜん画廊（長野市北石堂町）
入場料　無料
◎問い合わせ先
　えちぜん画廊
　☎０２６２－２６－０１３９
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南条小学校５年生

交
番
勤
務
員
の
ご
紹
介

　

坂
城
町
交
番
は
現
在
、
所
長
の
渡
辺
新
一
郎
を

は
じ
め
７
名
の
警
察
官
と
警
察
Ｏ
Ｂ
の
篠
原
泰
交

番
相
談
員
１
名
の
計
８
名
が
勤
務
し
て
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
受
持
区
は
▼
第
一
受
持
区
（
苅
屋

原
・
日
名
沢
・
坂
端
・
北
日
名
・
南
日
名
・
大
宮
・

新
町
・
和
平
地
区
）
は
高
橋
明
良
所
員
▼
第
二
受

持
区
（
田
町
・
横
町
・
立
町
・
込
山
・
旭
ヶ
丘
・

御
所
沢
地
区
）は
西
沢
哲
主
任
▼
第
三
受
持
区（
四

ツ
屋
・
戌
久
保
・
中
之
条
地
区
）
は
小
林
弘
幸
所

員
▼
第
四
受
持
区
（
村
上
地
区
全
域
）
は
宮
本
和

雄
主
任
▼
第
五
受
持
区
（
鼠
・
新
地
・
金
井
東
地

区
）
は
宮
澤
孝
典
所
員
▼
第
六
受
持
区
（
金
井
西
・

山
金
井
・
町
横
尾
・
入
横
尾
・
泉
）
は
市
川
史
朗

所
員
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
ま
す
。
勤
務
員
一

同
、
坂
城
町
の
治
安
維
持
の
た
め
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
の
も
と
精
一
杯
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

給食センターだより給食センターだより給食センターだより 学校給食センター
☎・有線８２－２５５９
学校給食センター
☎・有線８２－２５５９

５
年
１
組
「
米
作
り
の
現
場
か
ら
」

　

５
年
生
全
員
で
お
米
を
育
て
ま
し
た
。
桑
原
さ

ん
と
三
井
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ぼ
く

が
覚
え
て
い
る
の
は
、
代
か
き
で
す
。
は
だ
し
で

田
ん
ぼ
に
入
る
の
が
嫌
だ
っ
た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん

お
も
し
ろ
く
な
っ
て
き
て
、
服
と
ズ
ボ
ン
が
よ
ご

れ
る
ほ
ど
歩
き
回
り
ま
し
た
。（
岩
野
真
也
）

　

脱
穀
し
た
お
米
を
11
月
、
精
米
し
ま
し
た
。
白

く
き
れ
い
に
な
っ
た
の
で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

お
米
は
と
て
も
甘
く
て
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

お
米
が
い
っ
ぱ
い
取
れ
た
の
は
、
お
手
伝
い
し
て

く
れ
た
人
た
ち
の
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
。
な
の
で
、
感
謝
し
た
い

で
す
。（
水
野
維
宙
）

５
年
２
組
「
保
育
園
と
の
交
流
」

　

ぼ
く
た
ち
５
年
生
は
南
条
保
育

園
の
年
長
さ
ん
と
交
流
を
し
て
き

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
ら
い
お
ん
組

の
Ｔ
く
ん
と
ペ
ア
に
な
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
最
初
は
思
う
よ
う
に

は
遊
べ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
２
回

目
の
交
流
か
ら
楽
し
く
遊
べ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
が
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、

３
回
目
の
交
流
の
と
き
に
、
Ｔ
く
ん
が
自
分
か
ら

手
を
つ
な
い
で
く
れ
た
こ
と
と
、
遊
ん
で
い
る
と

き
に
、
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
あ
ま

り
笑
わ
な
い
Ｔ
く
ん
が
、
笑
顔
に
な
っ
た
ら
、
な

ん
だ
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
苦
労
し
た
こ
と
は
、

前
日
に
作
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
ぼ
く
は
２
回

目
の
交
流
の
時
に
ぬ
り
絵
を
あ
げ
た
ら
、
あ
ま
り

喜
ん
で
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
、
次
の

交
流
の
時
に
は
、
ゴ
ム
で
っ
ぽ
う
を
作
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
Ｔ
く
ん
は
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
や

っ
ぱ
り
、
自
分
が
作
っ
た
も
の
が
喜
ん
で
も
ら
え

る
と
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。あ
と
、

ぼ
く
が
交
流
で
成
長
し
た
と
思
っ

た
の
は
、
小
さ
い
お
友
だ
ち
の
見

か
た
で
す
。
交
流
の
前
ま
で
は
あ

ま
り
小
さ
い
子
と
遊
ん
で
い
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
交
流
を
し
た
ら
小

さ
い
子
と
も
遊
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

も
し
、
も
う
１
回
交
流
が
で
き

た
ら
Ｔ
く
ん
と
遊
び
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
来
年
１
年
生
に
な
っ
て

南
条
小
学
校
に
入
学
し
て
く
る
の

が
楽
し
み
で
す
。（
宮
澤
剛
人
）

食べて寒さをふきとばそう！
寒さに負けない5つのお皿

プラス  おやつ2皿

　寒さが厳しいこの季節。風邪やインフルエ
ンザに負けないよう、栄養のある食事をしっ
かり食べて、強いからだをつくりましょう。

ジュースやお菓子より、果物やヨーグルト・
牛乳が風邪に負けないおやつだよ！

副菜②
野菜の

（いも・まめ）
おかず

主菜
肉・魚・卵

豆腐の
おかず

副菜①
野菜の
おかず

ホカホカ
ごはん

あったか
味噌汁

（スープ）

野菜たっぷりの汁物は
からだを温めるよ

ごはんは大切な
エネルギー源だよ
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2月の子育てグループの予定

2月の行事予定グループに申し込まれた方は次のグループに
お出かけください。 ［時間正確に集合してください］

赤ちゃん小組（毎週水曜日）
 ３日：豆まき
10 日：ママストレッチ
17 日：健康チェック
24 日：おひな様作り
リーダー：三井由紀さん

リズム小組（第 1・3 金曜日）

 ５日：カレーパーティー
19 日：お休み
リーダー：成島千里さん

どんぐり＆まざぁぐうす（第1・第3火曜日）

 ２日：鬼のお面作りと豆まき
16 日：調理実習
リーダー：高柳千晶さん

スコーレ母親教室

 ９日：金子通子先生と子育てトーク
　　　「我が子発 ＳＯＳを見逃すな」
リーダー：太田とよ子さん

いっぱいあそぼうグリとグラ（第2・4金曜日）

12 日：色ぬりあそび（わくわくまつり準備）
26 日：わくわくまつりに参加
リーダー：西澤由美さん

日程 内　容 時　間
1日㈪ 子育て懇話会 午前10時

3日㈬ 図書交換日　前日の午前までに借りた
絵本を返却してください。 午前10時

8日㈪
１才までの子育て＆あそび　
持ち物：バスタオル、お手拭き、ミルク、
　　　  おむつ、ママの飲み物

午前10時

9日㈫ 子育てを考える会 午後1時30分

15日㈪ すくすく広場　「おひな様作り」 午前10時

18日㈭
すくすく広場　「おはなしでてこい」 午前10時

マザーリーフの会 午後1時30分

22日㈪ ボランティア懇話会 午後１時

26日㈮ 子育て支援センターのわくわくまつり
みんな！あそびにきてね!! 午前９時45分

今月の
相談日

細江相談員　3日、10日、17日、24日（水曜日) 
　　　　　　午前9時30分〜午後4時30分
食育相談：依田栄養士　随時
希望される方は事前に連絡をお願いします !

★ 2 月の土曜開館日：13 日（午前９時～正午）
あそびにきたい方へ：土曜・日曜・祝祭日以外は開館しています（午前９時～正午、午後２時～４時 30 分）。
サークルのある日でも遊べますよ！　また、お母さんに限らず、おじいちゃん・おばあちゃん・お父さんの
どなたでもお子さんと一緒に遊びに来てね！ 

◆場　所：子育て支援センター
◆持ち物：飲み物、お手拭き、着替え（おしり拭きも）、
　　　　　ティッシュ、タオル（ハンカチ）
※取り替えたおむつ、パンツ、出たゴミや持ち物は忘れず
　に持ち帰りましょう！

子育て、いっしょに楽しみませんか！

鬼は外!　福は内!

　新年度に向けて、子育てグループの参加者を募集します。
子どもは小さくても、子どもどうし影響しあって遊びます。
そばにいるだけで嬉しく、遊びが長続きしたり、おもちゃを
とりっこしたり…。それが大切な経験です。定期的に集まっ
てワイワイ楽しみながら子育てしましょう。見学も大歓迎で
す！　いつでもお声がけください。

　豆をまいて心の中や外の鬼を追
い払う豆まきをしましょう。子ど
もと一緒なら思い切り大きな声が
出るでしょう。歳の数だけ豆を食べ 、
今年も元気に過ごせますように！

　寒い季節でも、子ど
もは外が好き！　あっ
たか手袋などの身支度
さえすれば、散歩したり、
走ったり、雪を見つけ
たり。この時期の外あそびは心肺機能を高め、
よく食べ、よく眠り、機嫌良く過ごせます。暖
かなお昼前は、外あそびのチャンス！

赤ちゃん小組…………………毎週水曜日
リズム小組……………………第１・３金曜日
どんぐり＆まざぁぐうす……第１・３火曜日
いっぱい遊ぼうグリとグラ…第２・４金曜日
スコーレ母親教室……………第２火曜日

♥ 節　分 ♥

♥2月の季節と子ども♥
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2月7日㈰
松尾医院 【 立 町 】 ☎ ・有 線　 82−2013
柳沢歯科医院 【千曲市稲荷山】 ☎（026）273−5638

11日㈭
とも泌尿器科クリニック 【千曲市磯部】 ☎（026）261−5815
宮坂歯科医院 【千曲市小島】 ☎（026）272−0133

14日㈰
長野寿光会上山田診療所 【千曲市上山田】 ☎（026）275−1581
林歯科医院 【千曲市上山田】 ☎（026）275−1064

21日㈰
いろかわ医院 【 立 町 】 ☎ ・有線　  82−2143
宮島歯科医院 【千曲市栗佐】 ☎（026）273−3064

28日㈰
とぐらクリニック 【千曲市戸倉】 ☎（026）275−0405
大塚歯科クリニック 【千曲市上山田】 ☎（026）276−5508

3月7日㈰
村上堂大井クリニック 【 網 掛 】 ☎ 8 1 − 3 1 3 1
青木歯科医院 【千曲市八幡】 ☎（026）272−1335

相談日　　　2月

当番医（医科・歯科）

２月の健診

粗大ごみの回収

※診療時間　医科：午前 9 時〜午後 5 時　歯科午前 9 時〜正午
※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される場合

は電話、新聞などで確認をしてください。

21日㈰
午前８時 30 分〜 10 時
日精樹脂工業(株)様駐車場

相談 日時 /場所

心配ごと
相　　談

10日㈬
19日㈮

午前９時〜正午

役場第４会議室（３階）

10日は弁護士、19日は司法書士による
法律相談をあわせて開設
（※弁護士の相談は
　　９時30分〜11時30分）

行政相談 15日㈪
午前９時〜正午

役場第５会議室（３階）

障がい者
相　　談

10日㈬
24日㈬

午後１時 30 分〜４時

役場第５会議室（３階）

ハローワーク
出張相談

8日㈪
22日㈪

午前 10 時〜午後３時

坂城テクノセンター

まちのうごき

まちの交通事故

平成 22 年 1 月 1 日現在

（平成 21 年 12 月中）

※（　）は前月比

※（　）は前年同月比

世帯数
人　口

男
女

件　数
死　者
負傷者

  5,834 世帯
16,196 人
  7,926 人
  8,270 人

７件
0 人
７人

（＋ 2）
（− 14）
（−８）
（−６）

（−１）
（±０）
（＋６）

保健センター ☎82−3111（内線511、512）
有線　88−1047

☆乳幼児健診（実施場所は保健センター）

４か月児健康診査　平成21年10月生
　18日（木）午後１時集合
７か月児健康相談　平成21年７月生
　24日（水）午前９時30分集合
10か月児健康相談　平成21年４月生
　25日（木）午前９時30分集合
１才児健康相談　平成20年12月〜平成21年１月生
　９日（火）午前９時30分集合
１才６か月児健康診査　平成20年６月〜 7月生
　８日（月）午後１時集合

交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
を

　

会
員
が
国
内
の
道
路
で
、自
動
車
・
自
転
車
運
転
中

の
事
故
な
ど
に
よ
り
人
身
に
災
害
を
受
け
た
場
合
、

事
故
発
生
日
か
ら
１
年
以
内
の
通
院
や
入
院
な
ど
災

害
の
程
度
に
応
じ
て
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。な
お
、

見
舞
金
の
請
求
期
限
は
事
故
発
生
日
か
ら
２
年
以
内

で
す
。請
求
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
組
合
長
さ
ん
が
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

診
断
書
費
用
と
交
通
事
故
証
明
手
数
料

　

医
師
の
診
断
書
（
組
合
専
用
の
書
式
）
の
費
用

に
つ
い
て
、
１
回
の
請
求
に
つ
き
１
通
分
（
３
，

０
０
０
円
）
を
限
度
に
、
見
舞
金
に
付
加
し
て
支

給
し
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

が
発
行
す
る
交
通
事
故
証
明
書
の
正
本
に
つ
い
て

は
１
通
に
つ
き
６
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

坂
城
町
に
お
け
る
見
舞
金
支
給
状
況

　

平
成
20
年
度
で
は
年
間
42
件
の
見
舞
金
請
求
が

あ
り
、総
額
３
１
３
万
円
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

申
込
方
法

　

申
込
は
組
合
長
さ
ん
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、会
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
期
間　

３
月
１
日（
月
）ま
で

※
期
間
を
過
ぎ
て
も
役
場
住
民
環
境
課
窓
口
で
随

時
加
入
で
き
ま
す
。

会　
　

費　

年
間
１
人
５
０
０
円

加
入
資
格　

町
内
在
住
者
・
町
内
事
業
所
在
勤
者

共
済
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日

◎
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

　

☎
８
２
─
３
１
１
１（
内
線
１
２
４
）

　

有
線
８
８
─
１
０
２
４
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町立図書館　☎・有線 82− 3371
開館時間　午前 10時〜午後 6時

本の予約、リクエストはお気軽に
　　　　　　　　お問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 2243 25 26 27

28

■２月の休館日■ 休館日

☆一般図書☆
・今日の総理　（著：池上彰／ビジネス社）
・宇宙で過ごした137日　僕の「きぼう」滞在記
　　（著：若田光一／朝日新聞社）
・信州の城下町を歩く　（著：川崎史郎／川辺書林）
・司馬遼太郎のリーダーの条件　（著：半藤一利  他／文藝春秋）
・月のかぐや　（編著：JAXA ／新潮社）

２月の番組表
番組名 内容 / 出演

4日㈭ わ が 家 の 花
は 元 気 で す

植物の管理

御所沢　前沢新一さん

7日㈰ 楽 し い 民 話
かもとりごんべえ

鼠　玉井かつ子さん

9日㈫ 信号は赤です
交通事故防止

坂城町交番　

14日㈰ 楽 し い 民 話
乙女

北日名　春日秀子さん

16日㈫ 税務署だより
確定申告の作成

上田税務署

17日㈬ こちら１１９番
春季全国火災予防運動

消防署

18日㈭ 川 　 　 柳
ＪＡ文芸から

選者　内山金時さん

21日㈰ 楽 し い 民 話
話ずきな殿さま

込山　岡田由貴子さん

24日㈬ 明るい消費生活
最近の消費生活相談から

長野消費生活センター

28日㈰ 楽 し い 民 話
親が二十歳で子が二十一

金井　青木典子さん

●チャンネル放送番組
操作方法は ・　・
終了するとき ・　・　
　　　　　　　    2 ／ 1～ 2／28
 ･･････････音楽放送
 ･･････････ＦＭ長野
 ･･････････ＮＨＫ・ＦＭ
 ･･････････音楽放送
 ･･････････ＪＡ川柳 
◆有線本部 
　☎82－3111（内222） 
　有線88－1000

9
9

1
2
3
4
5

4 0
4 チャンネル番号

チャンネル番号

☆児童図書☆
・雪の結晶ノート
　　（作：マーク・カッシーノ　ジョン・ネルソン／あすなろ書房）
・コノヒトタチつっつくべからず
　　（作：シェル・シルヴァスタイン　訳：川上弘美／講談社）
・王子さまの耳はロバの耳
　　（文：岡田淳　絵：はたこうしろう／フェリシモ出版）

□新刊図書□
☆おすすめの本☆
伊勢丹の最新儀式110番
こんなときどうする？冠婚葬祭
（誠文堂新光社）

大切な贈り物に「粗品」と書いて
いいの？　正式な袱

ふくさ

紗の使い方
は？　いざとなると何かと悩む
ことの多い冠婚葬祭の儀礼。老
舗百貨店に寄せられた20万件以
上の質問や相談を整理して、わ

かりやすく収録されました。豊富な写真や図版と共に由来
の説明も丁寧で、いざというときの参考にどうぞ。

□2月の催し物□
☆おはなし会☆
　13日（土）午前10時30分〜
おはなし会は毎月第２土曜日の午前10時30分から!

☆としょかん講座☆　
	 源氏物語を読む
	 　20日（土） 午後２時〜　講師：塚田睦樹さん

	 点字・点訳講座
	 　２日、16日（火） 午後２時〜　講師：山口静枝さん
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16

年
の
は
じ
め
に

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
・
席
書
大
会

本多 陽
ひ

花
か

梨
り

 ちゃん（1歳）

直行さん・真由子さん〈上平〉

　お散歩大好き陽花梨ちゃん。いつも笑顔の陽花
梨ちゃん。坂城町に移り住んでからもう１年が経
ちますね。自然に囲まれて成長できることをうれ
しく思います。名前を呼ぶと「ハイ！」と手を挙げ
てくれますね。一人でも多くの人を幸せに出来る
ようにすくすく育ってくれることを願ってるよ。
　陽花梨ちゃん、生まれてきてくれてありがとう！

　

坂
城
町
出
身
の
画
家
・
小
松
美

羽
さ
ん
が
、現
在
多
方
面
で
活
躍

中
で
す
。小
松
さ
ん
は
東
京
の
女

子
美
術
大
学
を
卒
業
後
、画
家
と

し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
、

昨
年
中
に
は
日
本
を
代
表
す
る
作

詞
家
・
阿
久
悠
さ
ん
の
ピ
ン
ク
レ

デ
ィ
ー
作
品
を
集
め
た
ア
ル
バ
ム

「Bad Friends

（
あ
く
ゆ
う
）」の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
挿
絵
イ
ラ
ス
ト
や
、

商
業
誌「Value Creator

」の
表
紙

イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
担
当
さ
れ
て
い

ま
す
。小
松
さ
ん
は「
と
に
か
く
頑

張
っ
て
、今
後
さ
ら
に
世
界
も
視

野
に
活
動
の
場
を
広
げ
、ま
た
坂

城
町
の
ア
ピ
ー
ル
も
し
て
い
き
た

い
で
す
」と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
１
日（
金
）、毎
年
恒
例
の
元

旦
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雪
の
降
る
な
か
で
の
開
催
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、昨
年
を
上
回
る

３
８
０
人（
う
ち
町
外
か
ら
の
参
加

者
84
人
）
の
参
加
者
が
集
ま
り
、そ

れ
ぞ
れ
６
㎞
、３
㎞
、１
・
５
㎞
、親
子

ペ
ア
の
４
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
新
春

の
走
り
初
め
に
挑
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、１
月
４
日（
月
）
に
は
、文

化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
、新
年
の
抱

負
や
願
い
な
ど
を
書
き
つ
け
る「
席

書
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、６
日（
水
）

ま
で
作
品
の
展
示
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。今
年
で
43
回
目
の
開
催
と
な
る

今
回
は
、約
１
０
０
人
の
皆
さ
ん
が

集
ま
り
、心
を
込
め
て
の
び
の
び
と

筆
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

町出身の画家・小松美羽さん
多方面で活躍中！


